
■木曽三川下流部高潮・洪水災害広域避難計画策定に向けたアクションプランの検討
• 第８回検討会では、前回検討会での意見をふまえてアクションプランを修正し、実施項目やその内容、実施主体等

を確認しました。また、一般公開へ向け、アクションプラン（案）の概要をとりまとめました。

※現時点のアクションプラン（案）の概要については、別添参照
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■第８回検討会で出された主な意見
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■検討会webページの公開
• 検討会での議論やアクションプランについて広く認知を図るべく、検討会各回の開催案内、議事要旨、議事概要を

掲載したwebページを作成しました。第８回検討会後、木曽川下流河川事務所ホームページにて公表する予定です。

URL： http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/takashio_kouzui_kentoukai/index.html

■今後の検討スケジュール（予定）
• 平成27年10月13日 第 9回検討会 ・・・ アクションプランの策定

（管内５市町の首長に出席して頂き、公開の場で実施予定）
• 平成28年 2月下旬 第10回検討会 ・・・ アクションプランに基づく広域避難計画検討

アクションプランの進捗状況確認
• 平成28年度以降 ・・・ アクションプランに基づく広域避難計画検討を継続して実施

• 検討会の中で、大規模水害対応や広域避難に関する課題とその枠組みが明確になり、共有できたことが、成果とし
て大きい。

• 今後、共有できた課題を、如何に切り分けて、どのようなステップを踏み解決していくかが重要である。具体的に
は、各関係機関で検討する問題の枠組み、前提条件を整理し、提示していく必要がある。

 (例)広域避難の意思決定タイミング・体制に関してはTNTが検討する等、どこが何を実施していくかを切
り分ける

 (例)警察や鉄道・バス事業者が具体的な対策が検討できるような対応案を示していくなど、検討のステッ
プを明確化する


